
ビスマス吸収体を用いた 
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現在、開発されている放射線検出器の中で優れたエネルギー分解能を実現しているものに超伝

導転移端温度計（Transition Edge Sensor : TES）型マイクロカロリーメータがある。この TES 型マ

イクロカロリーメータは主に 0.1 ~ 200 keV 程度のエネルギー領域において利用されている。そこ

で我々は、より高い 200 keV ~ 2 MeV 程度のエネルギーを持つガンマ線領域での TES 型マイク

ロカロリーメータの開発を目標としている。 TES 型マイクロカロリメータは温度計（TES）、吸

収体、熱リンク、熱浴で構成されており、吸収体に放射線が入射し熱化した時の温度上昇を温度

計で読み取り、エネルギーに変換して測定する検出器である。 

我々は、エネルギー分解能の向上のため TES 素子の小型化によるシリコンイベントの減少が有

効であると考えて検出器の小型化を進めている。今回は、転移温度 171 mK、温度感度α200 程度

のTES温度計に 1 mm×1 mm×0.7 mmのビスマス吸収体を接着してガンマ線照射実験を行った結

果を報告する。また、小型化するにあたり必要不可欠な TES に吸収体を接続させるための支持体

の製作を検討している。吸収体接着に使用される接着剤や支持体の違いからノイズやエネルギー

分解能を比較し、吸収体―TES 間の熱伝導による TES 素子の性能に対する影響についても検討し

報告する。 
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